

























と， [豊かな心情」の 40.4%， I体力づくり jの33.3%， r教育内容の充実jの22.8 % 
に続いて第4位であり，また，山梨県教委の「県民の教育に対する意識調査J(1979年)
では，現在の学校教育の問題点として， I先生の質の問題jが 11. 8 %と，1道徳心やその行為






197 9年 8月 3，4 Bの両日，第27回全国PTA研究大会の討論では， これまでタブー
視されてきた教員の資質と落ちこぼれについて意見が集中したとし、わ九教員の力量につい℃の話会@
























により， 1 9 6 0年代後半からとくに強調された教職の専門性確立への自覚の高まり，いわゆ
る教育裁判をめぐって論議された教育の自由をきっかけとして，教育活動の自立における教員
の研究・研修の意義が強く自覚されてくることを契機としているO
つまり， 1 9 7 0年代の教師形成の思想の転換は現職教育一研修思想の転換によって特色づ
けられるといってもよいし現職教育一研修思想の新たな展開だといってもよいのであるO
1 970年以前における教員研修施策を支える考え方では，養成レベルと研修レベルで、の形
成上での連続性の意識は稀薄であるo 1 9 5 5年前後の教育政策の変更を背景にとられた初期
の研修施策は教育内容行政の変更による，その趣旨の説明，徹底などをめざした伝達講習会と

















































































































20蔵----29歳 30歳----39蔵 40峨 ~49歳 5 0故以上 全 体 i
男! 女 男 女 男 女 男 男 女ー
N=39 N=138 N=64 N=66 ト←199N=182 N=26 N=女142 N=328 子←二529
教育課程の内容が過密
ア であり指導上の負担と 12.8 15.2 23.4 22.7 2 5.1 19.2 19.2 19.7 21.8 1 7.9
なっている
教科書の内容が量的に
イ 多く，時照的に不十分 28.2 25.4 32.8 27.3 23.1 29.1 26.9 28.2 14.7 26.4 
であるO
教科書の内容が質的に
ウ高く児童の能力の上か 10.3 8.7 6.3 19.7 10.6 11.5 23.1 22.5 10.2 14.1 
ら負担が大きい
授業以外の事務に追わ
ェれ，教材研究，授業準 1 5.4 18.6 28.1 18.2 25.1 27.5 23.1 16.9 22.3 20.5 
備が十分でなし、。
教師自身の指導力が不
オ足の自覚 33.3 25.8 9.4 7.6 7.5 7.1 4.2 9.9 1.1 
親の期待が子どもの負
カ担を大きくしp 学習意 2.2 3.0 5.5 1.6 3.8 3.5 3.5 2.4 
欲を低下させているO




























































































































新採用教員研修は 19 7 0年からはじめられ， 1 9 7 7年には授業研修も加え，それまでの一




































〈別表 1 > 教育委員会の新規採用教育研修会について
仕事に おしつけ 何も感じ わからない N A 役立った がましし、 なかった
教 員 4 2.8 2 2. 9 2 8.2 3.8 2.与
学 校 4 8.2 2 2. 0 2 5.1 2. 6 2.1 
l=t 学 校 4 3.6 2 :3.6 2 7.2 2.9 2. 7 
1T:i日1 校 3 0.5 2 2.6 3 7.3 7. 7 1.9 
i埠 ヨ，=三z 3 O. 9 3 5. 8 2 4.7 4.9 3. 7 
小学校 4 5. 2 29.0 2 2. 9 1.7 1.2 
男
中学校 3 7.7 2 7.7 2 7.5 3.4 3.6 
-:1" 
i局 校 2 8. 5 2 4. 0 3 6.4 8. 5 2.5 
小学校 5 0.2 1 7. 1 2 6.6 3. 3 2.8 
女
中学校 5 1. 2 1 8.3 2 6. 7 2.3 1.5 
-j-
1可B二f] 校 3 5.1 1 9. 1 3 9.4 5.9 O. 5 







す威 くあ主 力、 N く加 1J、 N 
べが し的 てり的 し てし




り よ加も な A し よも な
A 
参 し、つ いしの し、 し、 し、 いし し、
教 員 数 6.4 72.6 14.4 2.8 34.5 3. 1 42.6 1 7.7 2.2 
弓一 校 7.4 2.8 72.1 1 5.0 I 2. 7 35.6 2. 5 43.1 1 7.3 1.5 
ベコ ，ニ孟主't 校 7.4 4. 5 70.3 14.5 3. 3 36.4 3.4 37.1 19.9 3. 2 
1¥τ二司3 校 3. 3 5. 4 75.7 1 3.1 2. 5 29.4 3.9 49.3 15.0 2.4 
li章 cg:;， 1.2 81.5 13.6 3. 7 35.8 3. 7 33.3 24.7 2. 5 
小学校 7.4 3.8 71.1 15.8 1.8 36.8 4. 0 39.6 18.3 1.3 
男
中学校 6. 8 5. 2 70.9 1 3.6 3.4 40.2 3. 4 34.3 18.6 3.4 
向 交 3.6 6. 7 72.4 14.6 2. 7 29.0 4. 5 46.3 1 7.3 2.9 
小学校 7.4 2. ] 72.7 14.4 3. 3 34.7 1.5 45.4 16.7 1.7 
女
中学校 8. 1 3. 5 69.5 15.7 3. 2 31.4 3.5. 40.7 21.5 2. 9 
子ー


















成立するし，またその本来的な意義があるからである。世界のレベルでは school focused 












関連づけることとする」と p はじめて試補的研修 e研修による h見返り H を提言した。これは
中教審答串(1 9 7 1年〉にも受け継がれてし、る。地方によってはすでに，研移成績をなんら
かの形で処遇等に反映させている実態がみられるD
研修成績を処遇等に反映させれば研修意欲が高まるという考えは p 教員のあいだにわずかで
はあるがみられる。日本教育会の謁査 (1977年 10月実施〉で「褒賞制震 Jの可否を教員に
たずねたところ「必要だ」が 10 %， r必要がない jが 60%，iなんともいえない」が

























































































(1 )五十嵐顧，伊ケ崎暁生編著『戦後教育の歴史j](青木書広， 1 9 7 0年) 2 9頁。
(2) 新任期教員の力量の特殊性と彼らの研修の特性については，小島弘道「教員研修における
新任期研修の特性に関する研究J( ~日本教育経営学会紀要』第 2 1号， 1 9 7 9年〉を参
照されたい。
(3) 石戸谷哲夫，門脇厚司，永井聖二「日本の教員文化の実証的研究 J( W筑波大学教育学系
論集』第二巻， 1 9 7 8年〉を参照。
(4) 田中一生， r新任教員の職業的社会化に関する調査研究 J( ~ 7 8年度科学研究費補助
金@研究成果報告書j]1 9 7 9年〉を参照。
(5) 1 9 7 1年の中教審答申「今後における学校教育の総合的拡充整備のための基本的施策に
ついて Jのなかで，新任教員のために「特別な身分において 1年程度の期間，任命権者の計
画のもとに実地修練を行わせ，その成績によって教諭に採用する制度を検討すること」のよ













がよいと思われます」のようにいっている(西田亀久夫r¥¥中教審1 答申の疑問に答える J， 







府哲「現職教育の拡充一新規採用教員研修 e海外派遣研修一 JW教育委員会月報Jl1 9 7 0年
5月号〉











(8) これについては，牧昌見 rWスクール・フォーカスト』の現職教育 J( W教育委員会月報』
1 978年 7月号)を参照。
(9) 田中一生「新任教員の OrganizationalSocialization ~こ鵠する研究 J ( W九州
教育学会研究紀要 J第 l巻， 1 9 7 3年)， I司「新任教員の職業的社会化一一学校組織論的
考察一一 J( W九州大学教育学部紀要』第20集， 1 9 7 4年)，および向「新任教員の職
業的社会化に関する調査研究 J( W 7 8年度科学研究費補助金・研究成果報告書Jl1 9 7 9 
年〉を参照。
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